
貨物鉄産労 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 2月 8日 第 590号 
日本貨物鉄道産業労働組合 
東京都葛飾区東新小岩 2－5－1 

発行人 大杉正美  編集人 教宣部 

編責 

懇
親
会
は
、
年
末
年
始
の
楽
し
い
報
告

や
今
年
へ
の
意
気
込
み
・
豊
富
な
ど
、

様
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い

交
流
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部

に
よ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
「
福
袋
」
を
ゲ
ッ
ト
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
旗
開
き
も
皆
さ

ん
の
笑
顔
で
、
新
し
い
年
の
出
発
が
で

き
た
と
共
に
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

せ
た
と
思
い
ま
す
。
時
間
も
経
過
し
、

阿
部
地
本
執
行
委
員
の
閉
会
の
挨
拶

で
２
０
１
８
年
旗
開
き
懇
親
会
は
成

功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。 

全
組
合
員
の
総
力
で
、
２
０
１
８
年
を

実
り
あ
る
飛
躍
の
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

  

大
分
支
部
旗
開
き 

大
分
支
部
「
２
０
１
８
年
新
春
旗
開

き
」
を
１
月
２
７
日
１
７
時
か
ら
開
催

し
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
全
交
運
共
済
大
分
事
業

部 
 

後
藤
昭
憲 

所
長 

そ
し
て
九
州
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
労
組
か
ら 

里
村
君
と

片
岡
君
に
出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

水
流
園
委
員
長
か
ら
新
年
の
挨
拶
が

あ
り
、
当
日
参
加
し
た
日
出
生
台
集
会

の
報
告
が
あ
り
、
そ
し
て
昨
年
１
２
月

１
６
日
に
千
早
駅
で
発
生
し
た
労
災
死

亡
事
故
の
話
し
が
あ
り
、
西
大
分
駅
で

も
同
種
の
作
業
が
九
ロ
ジ
社
員
に
よ
り

行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
労

災
事
故
に
は
注
意
す
る
事
な
ど
安
全
第

一
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な

話
し
で
盛
り
上
が
り
、
ま
た
３
月
ダ
イ

ヤ
改
正
や
春
闘
に
向
け
て
の
取
り
組

み
、
今
年
一
年
無
事
故
で
労
災
事
故
に 

 

も
注
意
し
て
頑
張
っ
て
行
く
事
を

誓
い
、
最
後
に
乾
杯
し
て
大
分
支
部

旗
開
き
を
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

東
海
地
区
本
部
、
交
運
共
済 

２
０
１
８
年
新
春
学
習
会 

 

１
月
８
日
（
月
）
一
宮
市
内
に
お

い
て
、
「
交
運
共
済
２
０
１
８
年
新

春
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
４
０

名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

学
習
会
は
、
長
尾
地
区
本
部
共
済

担
当
の
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
、
昨

年
１
２
月
１
６
日
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線

に
お
い
て
発
生
し
た
触
車
事
死
亡

事
故
に
対
し
て
、
参
加
者
全
員
で

「
黙
祷
」
を
さ
さ
げ
、
ご
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
交
運
共
済
東
海
事
業
本

部
を
代
表
し
て
、
八
木
推
進
部
長
、

石
原
係
長
よ
り
交
運
共
済
の
取
り

組
み
と
課
題
に
つ
い
て
挨
拶
を
頂

く
と
共
に
、
「
学
習
会
レ
ジ
メ
」
を

も
と
に
各
種
共
済
の
具
体
的
な
説

明
や
取
扱
い
等
に
つ
い
て
講
義
を

頂
き
ま
し
た
。 

学
習
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
は
、
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
有

意
義
な
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

大
分
支
部
日
出
生
台
集
会
に
参
加 

 

『
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
』
と
『
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
見
直
し
』
を
実
現
す
る
日

出
生
台
集
会
１
・
２
７
陸
上
自
衛
隊
日
出
生

台
演
習
場
で
２
月
５
日
か
ら
始
ま
る
在
沖

縄
米
軍
の
実
弾
砲
撃
訓
練
を
前
に
、
連
合
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
と
連
合
大
分
は
２
７

日
、
玖
珠
町
の
玖
珠
川
河
川
敷
で
日
出
生
台

集
会
を
開
い
た
。 

九
州
各
県
な
ど
の
加
盟
労
組
ま
た
沖
縄
を

含
め
た
全
国
か
ら
４
８
５
５
人(

主
催
者
発

表)

が
参
加
。
同
連
絡
会
の
西
村
芳
樹
代
表

幹
事
、
連
合
本
部
逢
見
直
人
会
長
代
行
が

「
午
後
８
時
以
降
の
砲
撃
や
米
軍
に
よ
る

地
元
説
明
会
の
不
開
催
な
ど
、
ま
た
沖
縄
で

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
関
連
す
る
事
故
な
ど

も
あ
り
、
不
安
を
誘
発
す
る
課
題
が
多
く
起

き
て
い
る
、
日
出
生
台
の
問
題
は
日
本
全
体

の
問
題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

そ
の
後 

 

集
会
宣
言
を
採
択
、
最
後
に
連

合
大
分
の
佐
藤
寛
人
会
長
の
発
声
で
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
た
。 

数
日
前
か
ら
の
積
雪
の
影
響
も
あ
り
開
催

も
心
配
さ
れ
た
が
、
当
日
は
日
差
し
も
あ
り

無
事
に
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

J
R

連
合
大
分
県
協
議
会
の
仲
間
と
共
に

貨
物
鉄
産
労
大
分
支
部
か
ら
は
水
流
園
と

羽
木
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

～
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
主
催 

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
参
加
～ 

 

１
月
１
９
日(

金)

静
岡
市
草
薙
総
合
運

動
場
内
に
あ
る
室
内
運
動
場
に
お
い
て
、
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
主
催
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
貨
物
鉄
産
労
か
ら
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

室
内
運
動
場
は
完
成
し
た
ば
か
り
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
天
然
芝
と
い
う
最
高
の
ピ
ッ

チ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
全
部
で
６
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
３
チ
ー
ム
を
２
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
た
予
選
リ
ー
グ
形
式
で
大
会
は
始
ま

り
ま
し
た
。
貨
物
鉄
産
労
は
東
海
ユ
ニ
オ
ン 

各 

種 

報 

告 

浜
松
支
部
、
沼
津
支
部
と
同
ブ
ロ
ッ
ク
に
入

り
、
初
戦
は
浜
松
支
部
と
激
突
し
ま
し
た
。

序
盤
は
相
手
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ
試
合
で
し

た
が
、
一
瞬
の
隙
を
つ
き
、
立
て
続
け
に
ゴ

ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
す
こ
と
が
で
き
２
－

０
で
リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、
こ
の
２
ゴ
ー
ル

で
相
手
の
闘
志
に
火
が
つ
い
て
し
ま
っ
た

の
か
、
瞬
く
間
に
逆
転
を
許
し
、
最
終
的
に

２
―
４
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
続
く
沼

津
支
部
と
の
戦
い
は
、
１
戦
目
の
敗
戦
を
引

き
ず
っ
た
ま
ま
の
戦
い
と
な
っ
て
し
ま
い

十
分
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
惨

敗
と
い
う
形
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

５
位
６
位
決
定
戦
に
回
り
、
キ
ヨ
ス
ク
チ
ー

ム
と
対
戦
し
、
何
と
か
１
勝
し
た
い
気
持
ち

で
挑
ん
だ
の
で
す
が
、
開
始
早
々
ゴ
ー
ル
を

奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
先
行
き
が
怪
し
く
な
り

ま
し
た
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
チ
ャ
ン
ス
を

中
々
も
の
に
出
来
ず
歯
痒
い
時
間
帯
が
続

き
、
最
後
ま
で
全
員
が
諦
め
ず
走
り
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
し
た
が
無
情
に
も
敗
戦
を

告
げ
る
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
な
り
０
－
１
の
惜

敗
と
な
り
ま
し
た
。
今
大
会
、
残
念
な
が
ら

１
勝
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
「
絆
の
輪
」
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
良
い
１
日
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
の
で
皆
様
の
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 

東
海
地
区
本
部 新

春
旗
開
き   

 

東
海
地
区
本
部
は
、
２
０
１
８
年
１

月
８
日
一
宮
市
内
に
お
い
て
、
ご
来

賓
・
組
合
員
の
皆
さ
ん
総
勢
４
０
名
を

超
え
る
出
席
で
「
２
０
１
８
年
新
春
旗

開
き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

旗
開
き
は
、
奥
田
副
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
榎
地
区
本
部
委
員
長
よ
り

「
２
０
１
８
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

状
況
と
取
り
組
む
べ
き
課
題
」
に
つ
い

て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、

ご
来
賓
と
し
て
尾
内
Ｊ
Ｒ
連
合
東
海

地
協
議
長
、
安
井
美
沙
子
前
参
議
院
議

員
、
後
藤
東
海
労
金
一
宮
支
店
営
業
担

当
、
八
木
交
運
共
済
東
海
事
業
本
部
推

進
部
長
、
同
石
原
係
長
、
安
藤
退
職
者

連
絡
会
会
長
、
新
井
中
執
が
紹
介
さ
れ

代
表
者
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
和
田
地

本
執
行
委
員
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親

会
に
移
り
ま
し
た
。 


